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2 月は省エネルギー月間

１
年
度
内
に
開
始（
２
０

２
１
年
７
月
７
日
発
表
）

＊
４：

横
浜
市
と
東
京

ガ
ス
が
メ
タ
ン
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
実
証
試
験
に
向

け
た
連
携
協
定
を
締
結

（
２
０
２
２
年
１
月　
１８

日
発
表
）

＊
５：

世
界
初
！
都
市

ガ
ス
機
器
利
用
時
の
排

ガ
ス
を
利
用
し
た
「
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
」
製
造
を
開
始
（
２
０

２
１
年
７
月
７
日
発
表
）

＊
６：

ユ
ー
ザ
ー
先
で

の
Ｃ
Ｏ
２
資
源
化
技
術

の
開
発
に
つ
い
て
〜
国

内
初
、
排
ガ
ス
か
ら
炭
酸

カ
リ
ウ
ム
を
製
造
〜
（
２

０
２
１
年
９
月　

日
発

２８

表
）

＊
７：

多
く
の
企
業
が
、

そ
れ
ぞ
れ
強
み
を
持
つ

領
域
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
・
知
見
を
持
ち
寄
り
新

た
な
価
値
を
創
出
し
て

い
く
事
業
生
態
系

に
取
り
組
み
、
お
客
さ

ま
・
社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、

今
後
と
も
多
様
な
価
値

を
創
出
・
提
供
す
る
と
と

も
に
、「
脱
炭
素
社
会
の

実
現
」
に
貢
献
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

＊
１：

三
菱
重
工
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
お
よ
び
三
菱
重
工
環

境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社

＊
２：

C
arbon

dioxid
e
C
apture

and
U
tilizati

on

の
略
称

＊
３：

メ
タ
ネ
ー
シ
ョ

ン
実
証
試
験
を
２
０
２

シ
ョ
ン
の
推
進
や
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
の
拡
大
等

ザ
ー
先
で
の
実
証
試
験

等
を
進
め
、
商
用
化
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

　

東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ

は
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「C

om
pass

２
０
３
０
」
で

「
価
値
共
創
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
＊
７
構
築
」
な
ら

び
に
「
Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
」
を
掲
げ

て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

０
２
２
年
１
月
に
東
京

ガ
ス
と
横
浜
市
で
締
結

し
た
連
携
協
定
＊
４
に

基
づ
く
取
り
組
み
の
一

つ
と
な
る
。

　

東
京
ガ
ス
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
産
業
ガ
ス
等
で
の
直

接
利
用
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

＊
５
や
炭
酸
塩
＊
６
へ

の
資
源
化
等
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
技

術
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
、
ユ
ー

　

同
実
証
で
は
、
ご
み
焼

却
工
場
の
排
ガ
ス
か
ら
、

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
の

技
術
に
よ
り
分
離
・
回
収

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
、
メ
タ

ネ
ー
シ
ョ
ン
＊
３
の
原

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

汎
用
性
の
高
い
産
業
ガ

ス
等
に
資
源
化
す
る
Ｃ

Ｃ
Ｕ
技
術
の
確
立
に
向

け
た
検
討
を
行
う
。

　

な
お
、
同
実
証
は
、
２

Ｃ
Ｃ
Ｕ
実
証
試
験
を
横
浜
市
お
よ
び

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
開
始

　

東
京
ガ
ス
株
式
会
社
は
、
こ
の
た
び
、
横
浜
市
お
よ
び
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
＊
１
と
共

同
で
、
横
浜
市
資
源
循
環
局
鶴
見
工
場
の
排
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・
回
収

し
、
Ｃ
Ｏ
２
を
資
源
と
し
て
利
活
用
す
る
技
術
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
＊
２
技
術
）
の
確
立
に
向
け
た

実
証
試
験
を
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

東京ガス
東
京
ガ
ス
と
横
浜
市
の
連
携
協
定
に
よ
り

　

ご
み
工
場
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・
回
収

　

メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
原
料
や
産
業
ガ
ス
等
に
資
源
化
に

「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
に
貢
献

実証試験イメージ

東京ガスが取り組むＣＣＵ技術の開発
　

川
崎
重
工
業
株
式
会

社
、
株
式
会
社
Z
M
P
、

T
I
S
株
式
会
社
、
株
式

会
社
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
、
本

田
技
研
工
業
株
式
会
社

お
よ
び
楽
天
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
（
注
）
の
8
社

は
、
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
た
配
送
サ
ー

ビ
ス
（
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ
バ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及

に
よ
る
人
々
の
生
活
の

利
便
性
向
上
を
目
的
と

し
た
、
一
般
社
団
法
人
ロ

ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー
協

会
を
、2
月　

日（
金
）に

18

発
足
さ
せ
た
。

　

昨
今
の
宅
配
便
の
取

扱
個
数
の
増
加
に
伴
う
、

配
送
の
担
い
手
不
足
な

ど
の
物
流
に
お
け
る
社

会
課
題
を
解
決
し
、
生
活

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
手
段
と
し
て
、
自
動
配

送
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
に
お
い
て

も
、
民
間
主
導
に
よ
る
ロ

ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装

を
後
押
し
す
べ
く
、
低

速
・
小
型
の
自
動
配
送
ロ

ボ
ッ
ト
が
公
道
を
走
る

場
合
の
ル
ー
ル
を
新
た

に
定
め
る
動
き
が
み
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、
同
協
会
は
、
2
0
2

2
年
を
「
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ

バ
リ
ー
元
年
」
と
位
置
付

け
、
参
画
す
る
各
社
が
実

証
実
験
な
ど
に
よ
っ
て

得
た
知
見
を
生
か
し
、
行

政
機
関
や
団
体
と
連
携

し
て
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ

ト
が
公
道
を
走
行
す
る

た
め
の
業
界
に
お
け
る

自
主
的
な
安
全
基
準
の

制
定
や
認
証
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
利
便
性

と
安
全
性
を
備
え
た
ロ

ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
構
築

と
早
期
の
社
会
実
装
を

目
指
す
。

　

8
社
は
、
同
協
会
で
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

発
展
を
推
進
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

（
注
）　

音
順
。
2
0
2

50

2
年
2
月　

日
時
点
で

18

の
参
画
企
業
。
同
協
会
に

参
画
す
る
企
業
は
今
後

拡
大
予
定
。

■
一
般
社
団
法
人
ロ
ボ

ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー
協
会

の
概
要

　

名
称：

一
般
社
団
法

人
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ
バ

リ
ー
協
会
（RobotD

eli
very

Association

）

　

所
在
地：

東
京
都
千

代
田
区
隼
町
3
番　

号
19

　

設
立
年
月
日：

2
0

2
2
年
1
月　

日
（
木
）

20

　

活
動
内
容：

ロ
ボ
ッ

ト
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
安
全
基
準
の
制
定

と
改
訂

・
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
安
全
基
準

に
基
づ
く
認
証
等
の
仕

組
み
づ
く
り

・
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
関
係
す
る

行
政
機
関
や
団
体
な
ど

と
の
連
携

・
ロ
ボ
ッ
ト
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情

報
の
収
集
と
発
信

　

設
立
発
起
人
（　

音
50

順
）

・
川
崎
重
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社
Z
M
P

・
T
I
S
株
式
会
社

・
株
式
会
社
テ
ィ
ア
フ

ォ
ー

・
日
本
郵
便
株
式
会
社

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社・
本
田
技
研
工
業
株
式
会

社・
楽
天
グ
ル
ー
プ
株
式
会

社

一般社団法人 ロボットデリバリー協会発足　川崎重工、日本郵便など8社で
自動配送ロボットを活用した配送サービス普及で生活の利便性向上めざす
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本
事
例
は
、
地
下
駅
の

省
エ
ネ
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
駅
舎
の
空
調
換

気
設
備
に
つ
い
て
室
内

環
境
の
最
適
化
お
よ
び

設
備
の
運
用
改
善
を
実

施
し
、
大
幅
な
省
エ
ネ
効

果
を
あ
げ
た
。
同
社
の
鉄

道
関
係
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
う
ち
駅
舎
関
係

が　

％
を
占
め
、
地
下
駅

２０
は
地
上
駅
の
７
倍
以
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

調
布
駅
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
、
関
連
３
部
門
で
体

制
を
組
み
、
徹
底
し
た
運

用
改
善
を
中
心
と
し
た

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
①
日
毎

の
外
気
温
、
乗
客
数
傾
向

等
を
独
立
変
数
と
し
た

重
回
帰
分
析
で
、
日
の

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を
算
出
、

運
用
改
善
の
サ
イ
ク
ル

を
高
速
化
し
、
管
理
を
徹

底
。
②
顧
客
の
駅
構
内
滞

在
時
間
、
着
衣
量
変
化
、

列
車
走
行
時
の
気
流
環

境
条
件
、
乗
客
数
の
変
化

な
ど
か
ら
、
ホ
ー
ム
・
コ

ン
コ
ー
ス
の
室
温
の
設

定
値
を
算
出
し
段
階
的

管
理
を
徹
底
。
③
ト
ン
ネ

ル
送
風
機
と
外
気
取
入

れ
の
運
転
の
連
動
制
御

な
ど
に
よ
る
過
剰
外
気

の
削
減
や
、
冷
凍
機
出
口

温
度
設
定
の
見
直
し
。

　

こ
の
成
果
と
し
て
、
空

調
関
連
負
荷
の　

％
（
駅

３２

全
体
で
は
１
８
・
５
％
）

の
削
減
と
な
る
年　

２

３
０
�
の
省
エ
ネ
を
達

成
。
他
の
４
駅
の
改
善
に

も
取
り
組
み
、
本
年
度
末

ま
で
に
１
�１
７
８
�
の

削
減
を
見
込
む
。
本
活
動

は
、
鉄
道
事
業
に
お
け
る

駅
舎
管
理
お
い
て
、
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
を
分
析
し
、

大
き
な
投
資
な
し
に
改

善
に
結
び
つ
け
た
先
駆

的
な
取
り
組
み
と
し
て

高
く
評
価
で
き
る
。

　

本
事
例
は
自
動
車
工

場
に
お
け
る
蒸
気
を
主

と
し
た
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
高
岡
工
場

で
は
、
工
場
全
体
で
年
６

５
�０
０
０
�
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
用
し
、
内
、　
４０

％
は
塗
装
ラ
イ
ン
の
蒸

気
を
主
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
同
工
場
で

は
、
モ
デ
ル
ラ
イ
ン
活
動

と
し
て
生
産
技
術
部
門
、

製
造
部
門
、
原
動
力
部
門

の
三
位
一
体
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
全
体
を
俯
瞰

し
た
ロ
ス
の
見
え
る
化
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
原

点
に
立
ち
返
っ
た
エ
ク

セ
ル
ギ
ー
視
点
で
の
改

善
等
を
行
っ
た
。

　

こ
の
改
善
の
実
行
で

は
、
下
記
４
つ
の
着
眼
点

に
よ
り
推
進
。

　

１
�
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
わ
な
い
改
善
、

　

２
�
質
の
低
下
に
伴
い

周
囲
か
ら
の
熱
回
収
徹

底
、

　

３
�
排
熱
の
有
効
利

用
、

　

４
�
同
じ
質
低
下
で
も

質
落
差
を
最
大
限
に
利

用
。

　

そ
の
結
果
、
年
４
�
４

６
４
�
の
省
エ
ネ
と
１

２
�
０
０
０
�
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
し
た
。
こ
の
成
果

に
よ
り
他
工
場
の
６
つ

の
塗
装
ラ
イ
ン
に
も
活

動
を
広
げ
、
社
全
体
で
１

８
�０
０
０
�
の
省
エ
ネ

と
６
６
�０
０
０
�
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
つ
な
げ
た
。

　

こ
の
設
備
改
善
以
外

に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
え

る
化
と
し
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
週
報
の
徹
底
、
改
善

ネ
タ
の
マ
ト
リ
ク
ス
管

理
な
ど
日
常
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
で
の
工
夫
も
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
多
岐

に
わ
た
る
取
り
組
み
は
、

生
産
工
場
の
省
エ
ネ
推

進
と
し
て
他
社
の
参
考

と
な
る
優
れ
た
取
り
組

み
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　

本
応
募
は
、
普
及
の
遅

れ
て
い
る
省
エ
ネ
住
宅

の
普
及
拡
大
を
目
指
し
、

性
能
面
、
コ
ス
ト
面
及
び

普
及
面
等
か
ら
の
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
、
業

界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

Ｚ
Ｅ
Ｈ
供
給
実
績
を
上

げ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、
従
来
よ
り

断
熱
性
能
等
省
エ
ネ
性

に
優
れ
た
住
宅
を
、
よ
り

安
価
で
供
給
す
る
た
め

の
開
発
に
力
を
入
れ
、
ま

た
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
の
よ
り

一
層
の
普
及
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
年
１

３
�０
０
０
棟
に
上
る
Ｚ

Ｅ
Ｈ
を
供
給
し
て
い
る
。

　

同
社
で
の
具
体
的
取

り
組
み
は
、
主
に
次
の
３

点
で
あ
る
。

　

①
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
大

き
く
上
回
る
省
エ
ネ
性

能
に
優
れ
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
普

及
モ
デ
ル
の
開
発　

　

②
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
に
不
可

欠
な
太
陽
光
発
電
等
の

普
及
拡
大
の
た
め
の
技

術
面
、
経
済
面
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ　

　

③
Ｚ
Ｅ
Ｈ
メ
リ
ッ
ト

の
正
し
い
伝
達
の
た
め
、

ま
ず
自
社
社
員
教
育
の

徹
底
を
行
う
と
共
に
顧

客
に
対
す
る
様
々
な
広

報
活
動
を
展
開
。

　

以
上
３
点
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
同
社
の
Ｚ
Ｅ

Ｈ
供
給
は
年
１
万
棟
以

上
と
な
り
住
宅
販
売
棟

数
に
対
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化

率
は　

〜　

％
（
※
）
と

８１

９１

な
っ
て
お
り
、
高
く
評
価

で
き
る
。

※
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ　

Ｚ

Ｅ
Ｈ
以
上

　

本
応
募
は
、
栃
木
県
の

既
存
工
業
団
地
で
、
熱
と

電
気
の
共
同
利
用
に
よ

り
、３
社
７
事
業
所
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
運

用
を
可
能
に
し
た
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
事
業

で
あ
る
。

　

高
効
率
大
型
ガ
ス
コ

ジ
ェ
ネ
を
核
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を

新
設
し
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
た
最
適
管
理
と
需

給
調
整
シ
ス
テ
ム
を
構

築
。
総
発
電
能
力
３
５
�

０
０
０
�
級
の
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
や
貫
流
ボ
イ
ラ
、

太
陽
光
発
電
な
ど
を
設

置
し
通
常
時
の
効
率
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用
、
災
害

時
の
継
続
的
事
業
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
と
し
た
。

　

特
徴
は
、
①
業
態
の
異

な
る
複
数
事
業
者
が
エ

ネ
マ
ネ
事
業
者
と
連
携

し
地
域
全
体
で
の
最
適

化
を
追
求
、
②
需
要
集
約

に
よ
る
高
効
率
大
型
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
、
コ

ジ
ェ
ネ
導
入
効
果
の
最

大
化
（
Ｇ
Ｅ：

５
�
７
７

０
Ｋ
Ｗ
×
６
基
）、
③
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

推
進
体
制
の
構
築
、
④
供

給
エ
リ
ア
内
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
向
上
。

　

２
０
２
０
年
度
実
績

は
、
個
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
を
行
っ
て
い
た
２
０

１
５
年
度
に
比
べ
３
社

７
事
業
所
合
計
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
ら
れ
る
熱
と
電
気
を

対
象
と
し
た
使
用
量
の

　

％
に
相
当
す
る
省
エ

２０ネ
（
約
１
１
�
５
０
０
�

／
年
）
を
達
成
。
本
取
り

組
み
は
、
内
陸
型
工
業
団

地
内
で
複
数
の
事
業
者

間
で
熱
と
電
力
を
共
同

利
用
す
る
と
い
う
国
内

初
の
「
工
場
間
一
体
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
で
あ

り
、
全
国
へ
の
普
及
拡
大

に
向
け
た
先
進
的
事
例

で
あ
る
。

　

本
取
り
組
み
は
、
省
エ

ネ
診
断
受
診
を
き
っ
か

け
に
提
案
内
容
の
着
実

な
実
行
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

ロ
ス
の
見
え
る
化
の
手

法
を
社
内
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
省
エ
ネ
を
達

成
し
た
事
例
で
あ
る
。

　

本
工
場
は
第
１
種
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定
工

場
で
あ
り
、
従
来
よ
り
年

１
％
の
省
エ
ネ
活
動
を

展
開
し
て
き
た
が
、
社
員

全
体
に
や
り
つ
く
し
感

や
マ
ン
ネ
リ
感
が
広
が

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
無
料
省
エ
ネ
診

断
を
知
り
受
診
。

　

こ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
の
視
点
や
省
エ
ネ

の
進
め
方
な
ど
の
指
導

を
受
け
、
指
摘
を
受
け
た

提
案
内
容
を
実
行
、
さ
ら

に
テ
ー
マ
別
診
断
な
ど

も
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

様
々
な
改
善
に
結
び
つ

け
た
。

　

特
に
省
エ
ネ
の
基
本

と
し
て
、
ヤ
メ
ル
、
サ
ゲ

ル
、ナ
オ
ス
、ヒ
ロ
ウ
、カ

エ
ル
、
ミ
セ
ル
と
い
う
６

つ
の
基
本
動
作
を
従
業

員
全
員
に
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
運
用
改
善
、
投

資
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

　

小
人
数
で
全
社
的
に

省
エ
ネ
を
推
進
し
、
結
果

と
し
て
コ
ス
ト
パ
ー
フ

ォ
マ
ン
ス
に
優
れ
た
省

エ
ネ
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
り
、
原
油
換
算
で
年

間　

�
、
原
単
位
２
％
削

７６
減
を
達
成
し
た
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
と
し
て
は
、

年
４
０
０
万
円
を
削

減
）。

　

省
エ
ネ
推
進
の
基
本

に
立
ち
か
え
り
、
外
部
専

門
家
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
着
実
に
省
エ
ネ
を

達
成
し
た
と
い
う
点
に

お
い
て
中
小
の
製
造
工

場
の
模
範
と
な
る
活
動

と
高
く
評
価
で
き
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
輸
送
分
野
）京

王
電
鉄
株
式
会
社

株
式
会
社
京
王
設
備
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
イ
ー
ア
ン
ド
イ
ー
プ
ラ
ニン
グ

運
用
改
善
サ
イ
ク
ル
の
高
速
化
に
よ
る

地
下
駅
空
調
設
備
の
省
エ
ネ
活
動

　

本
応
募
は
、
同
社
の
第

６
次
環
境
取
り
組
み
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
従
来
の

推
進
体
制
を
見
直
し
確

実
な
目
標
達
成
を
目
指

し
て
事
業
所
全
体
で
省

エ
ネ
に
取
り
組
み
成
果

を
上
げ
た
事
例
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、２
０
１
３

年
以
降
２
０
１
５
年
ま

で
活
動
が
停
滞
し
第
５

次
環
境
取
り
組
み
計
画

で
は
目
標
が
未
達
成
と

な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、

活
動
方
法
の
抜
本
的
見

直
し
を
行
な
い
推
進
体

制
を
全
社
活
動
と
し
て

見
直
す
と
と
も
に
、
こ
の

第
６
次
計
画
か
ら
は
全

組
織
に
よ
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
全

従
業
員
の
意
識
改
革
活

動
を
中
心
に
省
エ
ネ
を

展
開
し
、
生
産
技
術
や
設

備
管
理
部
署
を
含
め
た

全
組
織
参
加
型
に
よ
り

次
の
４
つ
の
柱
を
た
て

実
行
し
た
。

　

①
日
常
改
善

　

②
生
産
技
術
革
新　

　

③
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

更
新

　

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入

　

以
上
よ
り
、
第
６
次
環

境
取
り
組
み
プ
ラ
ン
の

目
標
を
達
成
し
全
社
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
、　
１５

年
度
比
▲　

％
、
原
油
換

２２

算
で
１
６
�
１
８
６
�

（
５
年
間
）
削
減
し
た
。

全
員
参
加
活
動
と
し
て

活
性
化
並
び
に
意
識
改

革
に
つ
な
げ
成
果
を
上

げ
た
事
例
と
し
て
、
高
く

評
価
で
き
る
。

　

本
事
例
は
、
地
方
公
共

団
体
で
初
め
て
既
存
建
築

物
の
改
修
で『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』を

達
成
し
た
久
留
米
市
環
境

部
庁
舎
の
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
で
あ
る
。

　

同
市
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
を
ゼ
ロ
と
す

る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
イ
を

表
明
。
市
施
設
の
低
炭
素

化
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
検
討
。

既
存
建
屋
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に

は
大
規
模
改
修
か
新
築
で

な
い
と
難
し
い
と
さ
れ
て
い

た
が
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
改
修
チ
ー
ム

を
編
成
し
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
築　

年
、
２
０
０

３１

０
�
の
環
境
部
庁
舎
は
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
可
能
と
の
結
論
に

達
し
、改
修
に
着
手
し
た
。

　

具
体
的
な
改
修
内
容
と

し
て
は
、①
床
窓
等
の
断
熱

の
強
化
及
び
照
明
の
改

善
、
②
空
調
シ
ス
テ
ム
見
直

し
に
際
し
、
必
要
熱
量
計

算
に
基
づ
く
量
の
適
正
化

（
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
）、
全

熱
交
換
器
の
導
入
等
空

調
機
の
高
効
率
化
、
③　
５２

�
の
太
陽
光
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
も
視
野
に
入
れ
た　

ｋ
８９

Ｗ
ｈ
の
蓄
電
設
備
導
入

し
、『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』
を
達
成
し

た
。
④
管
理
体
制
と
し
て

環
境
部
門
、
営
繕
部
門
、

施
設
担
当
及
び
Ｚ
Ｅ
Ｂ

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
組
織
を
ベ
ー

ス
に
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
を

基
に
し
た
管
理
運
用
を
徹

底
。

　

現
在
、
こ
の
先
駆
的
取

り
組
み
に
続
き
、
上
下
水

道
部
や
図
書
館
な
ど
３

件
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
工

事
中
。
こ
れ
ら
を
含
め
た

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
効
果
は
、

従
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
合
計
で
あ
る
約
１
２

０
０
０
Ｇ
Ｊ
／
年
に
対

し
、　

％
の
省
エ
ネ
（
６
６

４６
０
０
Ｇ
Ｊ
／
年
）
と
な
る

予
定
。
本
応
募
は
既
存
建

築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
実

証
し
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
他
の
自
治
体
等
建
築

物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
推
進
に
参

考
に
な
る
も
の
と
し
て
評

価
で
き
る
。

　

本
事
例
は
、
自
動
車
工

場
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ト
ラ
ン
ス
ア
ク
ス

ル
（
※
）
の
新
ラ
イ
ン
立

ち
上
げ
に
際
し
、
省
エ
ネ

モ
デ
ル
ラ
イ
ン
と
し
て

徹
底
し
た
省
エ
ネ
を
追

求
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

同
社
で
は
こ
の
推
進

に
際
し
、
２
つ
の
方
針　

　
�
低
Ｃ
Ｏ
２
生
産
技
術

の
推
進
�　

　
�
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
構

築
に
よ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
善
の
推
進
�　

を
軸
に
活
動
を
展
開
し

た
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、

�
低
Ｃ
Ｏ
２
生
産
技
術

の
推
進
�
で
は
、

　

①
組
付
ラ
イ
ン
で
の

完
全
エ
ア
ー
レ
ス
化
、

　

②
加
工
ラ
イ
ン
で
の

ク
ー
ラ
ン
ト
レ
ス
実
現

に
よ
る
高
速
高
能
率
加

工
・
非
加
工
時
間
短
縮
を

実
現
。　

　
�　

Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

構
築
に
よ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
善
の
推
進
�
で
は

　

①
生
産
に
関
わ
る
有

用
な
情
報
を
瞬
時
に
取

得
し
表
示
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
内
製
化
、

　

②
デ
ー
タ
の
取
得
・
見

え
る
化
に
よ
る
改
善
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
既
存
ラ
イ
ン
と

比
較
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の　

％
に
相
当
す

３９

る
１
�０
２
２
�
の
省
エ

ネ
を
達
成
し
た
。
今
後
、

社
外
へ
も
水
平
展
開
が

期
待
さ
れ
る
優
れ
た
省

エ
ネ
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
（
※
）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー

タ
ー
の
力
を
効
率
良
く

タ
イ
ヤ
へ
伝
え
る
た
め

の
ユ
ニ
ッ
ト

経
済
産
業
大
臣
賞

（
産
業
分
野
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

高
岡
工
場

新
た
な
着
眼
に
よ
る
製
造
、生
技
、原
動

力（
イ
ン
フ
ラ
）協
業
で
の
省
エ
ネ
活
動

経
済
産
業
大
臣
賞

（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
･
Ｚ
Ｅ
Ｈ
分
野
）

株
式
会
社
一
条
工
務
店

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
を
大
き
く
上
回
る

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
大
量
供
給
へ
の
取
り
組
み

経
済
産
業
大
臣
賞

（
共
同
実
施
分
野
）

東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社

久
光
製
薬
株
式
会
社

栃
木
県

既
存
工
業
団
地
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
よ
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

経
済
産
業
大
臣
賞

（
小
集
団
活
動
分
野
）

株
式
会
社
オ
ー
ツ
カ

省
エ
ネ
診
断
を
活
用
し
た「
ム
リ
・
ム
ラ
・

ム
ダ
」の
徹
底
追
求
に
よ
る
省
エ
ネ
活
動

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
Ｃ
Ｇ
Ｏ
・
企
業
等
分
野
）

豊
田
合
成
株
式
会
社

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
中
期
目
標
達
成
へ
の
取
組
み

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
産
業
分
野
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
株
式
会
社

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
場
に
お
け

る
低
Ｃ
Ｏ
２
生
産
技
術
の
推
進
と

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に
よ
る
省
エ
ネ
活
動

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
･
Ｚ
Ｅ
Ｈ
分
野
）

福
岡
県
久
留
米
市

備
前
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

既
存
公
共
建
物
の
『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』

化
と
Ｚ
Ｅ
Ｂ
普
及
の
取
り
組
み

　

本
応
募
は
、
自
立
分
散

型
電
源
に
よ
る
電
力
供

給
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
廃
熱
の
面
的
利

用
、
更
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
管

理
を
、
都
心
の
既
成
市
街

地
で
実
現
し
た
省
エ
ネ

及
び
都
市
防
災
力
強
化

へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事

業
者
、
建
設
会
社
、
設
計

会
社
及
び
各
需
要
家
等

が
一
体
と
な
り
、
中
央
区

日
本
橋
室
町
の
再
開
発

ビ
ル
内
に
、
大
容
量
の
熱

源
設
備
と
高
効
率
コ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
、

更
に
は
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
等
を
設
置
し
、
供

給
延
床
面
積
で
約
１
０

０
万
�
に
及
ぶ
エ
リ
ア

内
の
複
数
ビ
ル
に
電
気
・

熱
を
合
わ
せ
て
供
給
し

て
い
る
。

　

本
取
り
組
み
は
、
既
存

建
物
や
イ
ン
フ
ラ
、
交
通

と
い
っ
た
都
市
機
能
を

止
め
ず
に
、
ま
た
建
て
替

え
や
設
備
更
新
と
い
っ

た
大
規
模
改
修
を
行
わ

ず
、
可
能
な
限
り
既
存
設

備
を
併
用
し
、
省
エ
ネ
性

能
の
向
上
を
図
っ
た
と

い
う
点
で
先
導
的
な
事

例
で
あ
り
、
他
地
域
で
も

参
考
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
評
価
で
き

る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
と
電
気
・
熱
供
給
先

で
あ
る
需
要
家
建
物
を

含
め
た
全
体
で
、
本
取
り

組
み
が
無
か
っ
た
場
合

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

に
比
べ
２
０
２
０
年
基

準
で
約
７
％
に
あ
た
る

１
�
６
０
０
�
（
原
油
換

算
）
の
省
エ
ネ
を
達
成
し

て
い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
）

株
式
会
社
日
本
設
計

三
井
不
動
産
Ｔ
Ｇ
ス
マ
ー
ト
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社

三
井
不
動
産
株
式
会
社

東
京
ガ
ス
株
式
会
社

清
水
建
設
株
式
会
社

新
日
本
空
調
株
式
会
社

日
本
橋
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
既
成
市
街
地

の
省
エ
ネ
・
防
災
へ
の
取
り
組
み

　

本
事
例
は
、
工
場
内
で

最
も
多
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
用
す
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製

品
の
焼
成
工
程
に
つ
い
て
、

バッ
チ
炉（
シ
ャ
ト
ル
炉
）導

入
を
機
に
、
製
品
群
ご
と

の
最
適
燃
焼
条
件
を
見

出
す
活
動
に
よ
り
、
製
品

の
品
質
向
上
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
単
位
を
削
減
し
た

事
例
で
あ
る
。

　

使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の　
７５

％
が
ガ
ス
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
特
に
炉
を
中
心
と
し

た
徹
底
し
た
省
エ
ネ
や
品

質
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
社
長

と
及
び
技
術
顧
問
が
中

心
と
な
り
社
内
外
か
ら

様
々
な
情
報
を
集
め
、
省

エ
ネ
対
策
を
立
案
し
、
全

員
参
加
に
よ
り
品
質
へ
の

影
響
を
検
証
し
な
が
ら
実

行
し
た
。

　

ま
た
、
コロ
ナ
禍
に
よ
る

生
産
減
少
を
逆
手
に
と

り
、
２
０
２
０
年
度
に
は

従
業
員
全
員
が
省
エ
ネ
や

生
産
性
向
上
へ
の
「
気
付

き
」を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
あ
る
と
い
う
視

点
に
立
ち
、
集
中
的
に
全

社
員
に
勉
強
会
を
実
施

し
、意
識
を
高
め
た
。

　

こ
れ
ら
技
術
・
管
理
面

か
ら
の
活
動
に
よ
り
、
ガ
ス

燃
料
の
削
減
と
し
て
は
、

２
０
１
６
年
と
比
較
し

て　

％
減
を
達
成
。エ
ネ
ル

３４
ギ
ー
原
単
位
も
直
近
３

年
平
均
で　

・
２
％
減
と

２８

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
乾
燥
の

効
率
化
を
狙
い
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
の
高
速
回
転
乾
燥
技
術

に
取
り
組
む
な
ど
継
続
し

た
活
動
も
行
っ
て
お
り
、他

社
の
参
考
と
な
る
優
れ
た

事
例
と
い
え
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
小
集
団
活
動
分
野
）

イ
ノ
ウ
エ
株
式
会
社

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
焼
成
と
品
質
向
上

を
両
立
さ
せ
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

　

本
取
り
組
み
は
、
名
古

屋
市
臨
海
エ
リ
ア
に
お

い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

事
業
者
と
需
要
家
が
連

携
し
地
産
地
消
型
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

地
域
全
体
で
省
エ
ネ
・
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
ん

だ
事
例
。

　

特
徴
点
は
次
の
３
点
。

①
供
給
事
業
者
サ
イ
ド

の
取
り
組
み　

（
１
）
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
電
気
と
熱

の
供
給　

（
２
）
再
エ
ネ
及
び
余
剰

電
力
活
用　

（
３
）
蓄
電
設
備
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
電
池
）
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
応
及
び
緊
急
時
の
近

隣
区
役
所
へ
の
送
電　

②
需
要
家
サ
イ
ド
の
取

り
組
み　

（
１
）
大
規
模
商
業
施
設

の
Ａ
Ｉ
画
像
解
析
を
活

用
し
た
省
エ
ネ
型
空
調

（
２
）
マ
ン
シ
ョ
ン
全
戸

へ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
燃
料
電
池

を
設
置
し
余
剰
分
を
地

域
全
体
で
活
用　

③
供
給
事
業
者
と
需
要

家
を
繋
ぐ
取
り
組
み　

（
１
）
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
」
に
よ
る
エ
リ
ア
全
体

で
の
電
力
・
熱
供
給
の
最

適
化　

（
２
）
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
に
よ
る
需
要
抑
制

や
高
効
率
熱
源
機
等
に

よ
る
冷
熱
、
温
熱
供
給
と

需
給
調
整
等
成
果
と
し

て
、
基
準
に
対
し
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を　
３８

％
（
Ｃ
Ｏ
２
▲　

％
）
削

６５

減
し
て
い
る
点
等
が
高

く
評
価
で
き
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
共
同
実
施
分
野
）

東
邦
ガ
ス
株
式
会
社

三
井
不
動
産
株
式
会
社

三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
株

式
会
社

東
邦
不
動
産
株
式
会
社

株
式
会
社
日
建
設
計

株
式
会
社
日
建
設
計
総
合
研
究
所

株
式
会
社
竹
中
工
務
店

供
給
・
需
要
家
の
協
創
に
よ
り

省
エ
ネ
を
図
る
み
な
と
ア
ク
ル
ス

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

本
事
例
は
、
栃
木
県
の

工
務
店
が
高
断
熱
住
宅
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
と

健
康
と
快
適
性
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ

普
及
事
例
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、
地
元
栃
木

県
が
冬
季
ヒ
ー
ト
ショッ
ク
に

お
け
る
死
亡
率
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
断
熱
化
に
こ
だ
わ
り
、

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ　

Ｇ
３
グ
レ
ー

２０

ド
、
Ｕ
ａ
値
０
・　

を
達

１９

成
。住
宅
建
設
で
は
、建
物

の
躯
体
性
能
を
上
げ
断
熱

性
能
を
高
め
、省
エ
ネ
性
の

高
い
設
備
機
器
を
併
用

し
、
少
な
い
電
気
代
で
、
住

宅
全
体
を
一
定
の
温
熱
環

境
に
し
、
健
康
と
快
適
性

を
兼
ね
備
え
た
家
づ
く
り

を
目
指
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
高
性

能
断
熱
材
等
に
よ
る
住
宅

の
高
気
密
・
高
断
熱
化
、

②
エア
コ
ン
１
台
（
２
・
２

�
）
で
全
館
冷
暖
房
を
実

現
、高
効
率
エコ
キ
ュ
ー
ト
な

ど
の
高
効
率
設
備
等
に
よ

る
更
な
る
省
エ
ネ
化
、③
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
等
の
設
置
に
よ
る

住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
の
見
え
る
化
等
に
よ
る

快
適
性
の
提
案
、
④
燃
費

計
算
の
提
示
や
セ
ミ
ナ
ー

等
を
通
し
て
施
主
に
Ｚ
Ｅ

Ｈ
住
宅
に
つ
い
て
の
普
及
活

動
を
き
め
細
か
に
実
行
。

　

快
適
性
能
に
つ
い
て
は
、

引
き
渡
し
後
の
測
定
や
科

学
的
数
値
に
し
た
着
衣
量

や
活
動
量
、
空
調
設
備
の

使
用
方
法
な
ど
様
々
な
要

素
を
踏
ま
え
、よ
り
良
い
住

ま
い
方
を
提
案
。多
数
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

技
術
的
解
説
を
わ
か
り
や

す
く
図
表
化
し
説
得
力
が

あ
る
。

　

同
社
は
、
地
方
の
工
務

店
と
し
て
年
間
販
売
棟
数

は　

棟
と
少
な
い
も
の
の
Ｚ

１８
Ｅ
Ｈ
化
率
は
１
０
０
％

で
あ
り
、
今
後
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

普
及
拡
大
に
関
し
、
中
小

工
務
店
な
ど
の
参
考
と
な

る
活
動
と
し
て
評
価
で
き

る
。

中
小
企
業
庁
長
官
賞

株
式
会
社
島
野
工
務
店

高
断
熱
住
宅
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
と
健
康
と
快
適
性
の
実
現

○
受
賞
者
名

　

清
水
建
設
株
式
会
社

　

設
計
本
部
／
株
式
会

社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部

○
テ
ー
マ
名

　

都
市
型
中
層
建
築
Ｎ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ａ
に
お
け
る
Ｚ

Ｅ
Ｂ
の
挑
戦
と
発
信

○
受
賞
者
名

　

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会

社○
テ
ー
マ
名

「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ス

ト　

ゼ
ロ
」
に
よ
る
Ｚ
Ｅ

Ｈ
の
普
及
促
進

○
受
賞
者
名

　

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

株
式
会
社
／
ダ
イ
キ
ン

工
業
株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
お

け
る
換
気
最
適
化
と
空

調
運
用
改
善
に
よ
る
省

エ
ネ

○
受
賞
者
名

　

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ

株
式
会
社
／
株
式
会
社

ヤ
マ
ト
／
豊
産
業
株
式

会
社

○
テ
ー
マ
名

　

ア
ル
ミ
鋳
造
工
程
に

お
け
る
新
型
電
気
ヒ
ー

タ
開
発
に
よ
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

○
受
賞
者
名

　

艶
清
興
業
株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

繊
維
染
色
整
理
業
に

お
け
る
継
続
的
な
省
エ

ネ
活
動

○
受
賞
者
名

　

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

　

幸
田
製
作
所

○
テ
ー
マ
名

　

廃
熱
再
利
用
に
よ
る

純
水
蒸
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
／
２
へ
の
挑
戦

○
受
賞
者
名

　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
岡
山
株
式
会

社
／
エ
コ
シ
ス
テ
ム
岡

山
株
式
会
社
／
Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ａ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式

会
社　

西
部
生
産
技
術

セ
ン
タ
ー

○
テ
ー
マ
名

　

同
一
事
業
所
内
の
会

社
間
を
ま
た
い
だ
省
エ

ネ
Ｐ
Ｊ
チ
ー
ム
に
よ
る

省
エ
ネ
活
動
の
展
開

○
受
賞
者
名

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社　

下
山
工
場

○
テ
ー
マ
名

　

新
型
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
向

け
高
圧
水
素
タ
ン
ク
生

産
ラ
イ
ン
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み

○
受
賞
者
名

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社　

田
原
工
場

○
テ
ー
マ
名

　

防
錆
塗
装
へ
の
中
赤

ヒ
ー
タ
導
入
に
よ
る
品

質
改
善
と
省
エ
ネ
の
両

立○
受
賞
者
名

　

株
式
会
社
豊
田
自
動

織
機

○
テ
ー
マ
名

　

製
品
・
工
程
の
同
期
開

発
に
よ
る
省
エ
ネ
ラ
イ

ン
の
構
築

○
受
賞
者
名

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式

会
社　

エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
ワ
ー
ク
ス
社　

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部　

人

事
･
総
務
部　

西
日
本

地
区
人
事
部
／
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク　

フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ
株
式
会
社
西
日

本
支
社　

中
国
･
四
国

事
業
所

○
テ
ー
マ
名

　

ビ
ル
関
係
者
の
一
体

活
動
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
半
減
達
成

と
新
時
代
の
施
設
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応

○
受
賞
者
名

　

フ
ク
シ
マ
ガ
リ
レ
イ

株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

本
社
ビ
ル
に
お
け
る

快
適
性
と
省
エ
ネ
を
実

現
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
取

り
組
み

○
受
賞
者
名

　

三
菱
重
工
サ
ー
マ
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

持
続
可
能
な
未
利
用

熱
利
用
（
帯
水
層
蓄
熱
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
工
場
空

調
シ
ス
テ
ム
の
省
エ
ネ

革
新

○
受
賞
者
名

　

ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン

合
同
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

気
候
誓
約（C

lim
ate
P

ledge

）
達
成
に
向
け
た

省
エ
ネ
活
動

○
受
賞
者
名

　

三
建
設
備
工
業
株
式

会
社
／
株
式
会
社
三
建

ビ
ル
デ
イ
ン
グ

○
テ
ー
マ
名

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
寒
冷
地
Ｚ
Ｅ

Ｂ
建
築
へ
の
取
組
み

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

�
省
エ
ネ
事
例
部
門
�

大賞 2 0 2 1
　

一
般
財
団
法
人
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
優
れ
た
省

エ
ネ
推
進
の
事
例
や

省
エ
ネ
性
に
優
れ
た

製
品
並
び
に
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
、「
省
エ

ネ
大
賞
」（
後
援
：
経

済
産
業
省
）
と
し
て

表
彰
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
例
年

を
超
え
る
１
２
０

件
以
上
の
応
募
が
あ

り
、
学
識
経
験
者
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門

家
等
か
ら
な
る
審
査

委
員
会
の
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
省
エ
ネ

事
例
部
門
は　

件
、

３２

製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
部
門
は　
　

件
２８

の
受
賞
を
決
定
し

た
。

　

な
お
、
先
月　

日
２６

か
ら
開
催
さ
れ
た
同

セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０

２
２－

第　

回
地
球

４６

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
調
和
展
」（
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
２
０
２
２
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
会

場
内
ア
ワ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
に
て
、
受
賞
内

容
の
展
示
が
行
わ
れ

た
。



（3）　　　　　　　２０２２年（令和４年）２月２５日

　

本
製
品
は
、
業
界
初
の

横
吹
き
（
以
下
、
サ
イ
ド

フ
ロ
ー
）
型
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
接
続
タ
イ
プ
・
ビ
ル
用

マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
室
外

ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

従
来
ビ
ル
用
マ
ル
チ

エ
ア
コ
ン
は
上
吹
き
(

以
下
、
ト
ッ
プ
フ
ロ
ー
)

型
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

業
界
で
初
め
て
コ
ン
パ

ク
ト
な
サ
イ
ド
フ
ロ
ー

筐
体
を
採
用
し
、
冷
房
定

格
能
力　

・
4
�
〜　

・

22

45

0
�
製
品
を
単
体
ユ
ニ

ッ
ト
で
構
成
、
最
大
4
台

連
結
す
る
こ
と
で
冷
房

定
格
能
力
1
5
0
�
ま

で
構
築
可
能
と
し
た
。

　

特
徴
点
は
次
の
4
点
。

　

①
タ
ン
デ
ム
サ
ブ

ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
熱

交
換
器
の
効
率
化

　

②
送
風
シ
ス
テ
ム
の

全
面
設
計
変
更 

　

③
大
容
量
圧
縮
機
と

大
容
量
ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
の
新
規
開
発
・
搭
載

　
 
④
冷
凍
サ
イ
ク
ル
制

御
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
精

度
を
向
上
さ
せ
低
負
荷

運
転
時
の
発
停
ロ
ス
の

軽
減
等

　

こ
れ
ら
に
よ
り
ト
ッ

プ
フ
ロ
ー
型
従
来
機
に

比
べ
、　

〜　

％
の
コ
ン

40

50

パ
ク
ト
化 
と 
同
等
の
省

エ
ネ
性
能
（
A
P
F
＝

5
・
1
〜
6
・
0
）
を
達

成
。
ま
た
、
冷
媒
封
入
量

も
約　

%
削
減
（
同
社

13

　

・
0
k
W
製
品
で
の
比

45較
）
し
、
省
エ
ネ
性
と
環

境
保
全
性
を
高
い
次
元

で
実
現
し
、
高
く
評
価
で

き
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
業
務
分
野
）

日
立
ジ
ョ
ン
ソ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
空
調
株
式
会
社

サ
イ
ド
フ
ロ
ー
型
ビ
ル
用
マ
ル
チ

「
フ
レ
ッ
ク
ス
マ
ル
チ
m
i
n
i

モ
ジ
ュ
ー
ル
」

　

本
製
品
は
、
圧
縮
機
か

ら
の
排
熱
を
冷
房
に
活

用
し
、
連
続
で
安
定
的
な

運
転
・
除
湿
を
行
う
「
エ

ネ
チ
ャ
ー
ジ
快
湿
制
御
」

の
開
発
、
給
水
フ
リ
ー
加

湿
と
潤
い
を
保
ち
暖
房

す
る
「
ナ
ノ
イ
ー
Ｘ
う
る

お
い
暖
房
」、
新
鮮
な
外

気
を
取
り
入
れ
空
調
を

行
う
「
給
気
換
気
」
を
搭

載
し
、
年
間
を
通
じ
快
適

性
と
省
エ
ネ
性
を
両
立

す
る
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン

を
実
現
。

　

主
な
特
徴
は
、

　

①
高
分
子
収
着
剤
を

用
い
た
高
性
能
給
水
フ

リ
ー
加
湿
技
術
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
暖
房

時
の
室
内
空
間
湿
度
・
肌

の
乾
燥
感
を
解
消
、

　

②
Ｏ
Ｈ
ラ
ジ
カ
ル
量

を
大
幅
に
Ｕ
Ｐ
さ
せ
た

ナ
ノ
イ
ー
技
術
、

　

③
圧
縮
機
廃
熱
利
用

の
エ
ネ
チ
ャ
ー
ジ
を
冷

房
に
も
活
用
し
た
快
湿

制
御
技
術
、

　

④
大
風
量
換
気
技
術

の
搭
載
、

　

⑤
省
エ
ネ
要
素
技
術

と
し
て
、
圧
縮
機
の
効
率

向
上
等
に
よ
る
伝
熱
効

率
向
上
、
通
風
抵
抗
減
な

ど
に
よ
る
高
効
率
化
等
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
通
年

給
水
フ
リ
ー
湿
度
制
御
、

独
自
技
術
の
イ
オ
ン
放

出
技
術
に
よ
る
人
肌
の

保
水
性
向
上
、
湿
度
制
御

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
で
、

Ａ
Ｐ
Ｆ
７
・
３
（
４
�
機

種
）
を
達
成
。

　

在
宅
時
間
が
増
加
傾

向
に
あ
る
環
境
下
で
、
省

エ
ネ
及
び
高
品
質
空
調

空
間
を
実
現
で
き
る
タ

イ
ム
リ
ー
な
製
品
と
し

て
評
価
で
き
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
家
庭
分
野
）

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社　

空
調

冷
熱
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
事
業
部

人
に
寄
り
添
う
美
肌
う
る
お
い

シ
ス
テ
ム
『
給
水
フ
リ
ー
加
湿
＆

新
ナ
ノ
イ
ー
Ｘ
』
搭
載
エ
ア
コ
ン

　

本
製
品
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
断

熱
基
準
を
上
回
る
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｔ　

Ｇ
３
グ
レ
ー
ド

２０

（
６
地
域
）
を
達
成
し
た

高
断
熱
高
気
密
住
宅
で

あ
り
、
室
内
の
空
気
を
積

極
的
に
循
環
さ
せ
る
機

能
を
付
与
す
る
こ
と
で

温
度
差
を
緩
和
し
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
の
危
険
性

を
低
減
し
た
住
宅
で
あ

る
。

　

本
製
品
の
特
徴
点
は
、

１
Ｆ
、２
Ｆ
に
設
置
す
る

汎
用
の
エ
ア
コ
ン
を
用

い
、
そ
の
近
傍
に
設
け
た

吸
込
口
か
ら
省
エ
ネ
型

Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー
フ
ァ
ン

に
よ
り
、
ダ
ク
ト
を
介
し

各
部
屋
や
水
回
り
ゾ
ー

ン
等
に
空
気
循
環
を
行

な
う
構
造
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

　

こ
の
新
し
い
空
気
環

境
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
全

館
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
で

は
必
要
と
さ
れ
て
い
た

専
用
設
置
エ
リ
ア
は
不

要
と
な
り
、
各
室
温
の
バ

ラ
ツ
キ
を
４
〜
５
℃
以

内
に
お
さ
め
る
住
宅
と

し
た
。

　

ま
た
、
Ｇ
３
グ
レ
ー
ド

を
達
成
す
る
た
め
高
断

熱
・
高
気
密
構
造
設
計
と

す
る
と
共
に
太
陽
光
発

電
５
�
を
標
準
搭
載
し

て
い
る
。

　

本
製
品
の
断
熱
性
能

の
Ｕ
ａ
値
０
・　

相
当
、

２６

Ｃ
値
０
・
５
以
下
は
業
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、

ま
た
、
暖
冷
房
一
次
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
Ｚ
Ｅ

Ｈ
基
準
に
対
し　

％
低

１５

減
し
て
お
り
、
今
後
普
及

が
望
ま
れ
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
Z
E
B
・
Z
E
H
分
野
）

ヤ
マ
ト
住
建
株
式
会
社

空
気
循
環
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
す
る

ネ
ッ
ト
･
ゼ
ロ
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
･

ハ
ウ
ス
『
エ
ネ
ー
ジ
ュ
A
F
』

　

本
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

は
、
蒸
気
系
統
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
損
失
や
設
備
ト
ラ

ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め

の
無
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
活
用
し
た
ス
チ
ー
ム

ト
ラ
ッ
プ
を
中
心
と
し

た
蒸
気
使
用
設
備
の
管

理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

本
無
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
は
、
�
蒸
気

供
給
系
統
の
実
態
調
査

か
ら
重
点
管
理
す
べ
き

対
象
ト
ラ
ッ
プ
の
特

定
�、�
管
理
シ
ス
テ
ム
設

計
及
び
無
線
装
置
の
設

置
�、�
効
果
把
握
及
び
運

用
支
援
�
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
し
て
提
供
。

　

無
線
に
よ
る
管
理
項

目
は
、
表
面
温
度
及
び
超

音
波
に
よ
る
振
動
管
理

で
、
こ
れ
ら
の
ト
レ
ン
ド

デ
ー
タ
か
ら
ツ
マ
リ
、
モ

レ
と
い
っ
た
ト
ラ
ッ
プ

本
体
の
異
常
や
蒸
気
漏

洩
量
の
推
計
、
上
流
系
統

の
異
常
把
握
な
ど
の
適

正
な
管
理
が
可
能
。

　

本
モ
デ
ル
を
導
入
し

た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ケ
ミ
カ
ル
株

式
会
社
東
日
本
製
造
所

千
葉
工
場
で
は
、５
０
０

台
以
上
の
ト
ラ
ッ
プ
に

３
９
３
台
の
セ
ン
サ
ー

を
取
り
付
け
管
理
し
、
年

　

回
の
異
常
を
未
然
に

１３検
知
、
大
幅
な
蒸
気
ロ
ス

を
低
減
（
蒸
気
ロ
ス
削
減

３
６
０
ｔ
／
回
）。

　

ま
た
、３
年
に
１
回
程

度
発
生
し
て
い
た
生
産

停
止
に
よ
る
損
失
を
防

止
。
本
応
募
は
、
蒸
気
使

用
量
の
多
い
生
産
現
場

で
の
蒸
気
系
統
の
熱
損

失
や
設
備
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
普
及
が
期
待
で
き

る
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
言
え
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
分
野
）

株
式
会
社
テ
イ
エ
ル
ブ
イ

　

ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
�
ｎ
ｅ
ｔ　

無
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
た

蒸
気
使
用
設
備
の
管
理
業
務
革
新

　

本
応
募
は
、
電
力
小
売

事
業
者
が
顧
客
に
対
し

適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
情

報
を
提
供
し
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
に
よ
り
各
家
庭
の

節
電
、
省
エ
ネ
行
動
を
促

し
、
電
力
逼
迫
時
等
特
定

時
間
帯
の
消
費
量
抑
制

に
も
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
。

　

年
間　

・
４
億
ｋ
ｗ
ｈ

４７

を
販
売
す
る
同
社
は
、
主

に
家
庭
用
顧
客
に

　

①
独
自
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た　

分
単
位
の
需
要

３０

予
測
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
情

報
、　
　

②
ポ
イ
ン
ト
付
与
に

よ
る
ゲ
ー
ム
感
覚
で
の

節
電
サ
ー
ビ
ス
、

　

③
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に

よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
節

電
等
要
請
機
能
を
有
し

た
「
エ
コ
電
気
ア
プ
リ
」

を
開
発
。

　

各
家
庭
に
と
っ
て
は
、

自
ら
の
電
力
使
用
の
実

態
把
握
に
基
づ
く
省
エ

ネ
行
動
、
要
請
に
よ
る
節

電
行
動
等
に
よ
る
電
力

費
用
削
減
と
ポ
イ
ン
ト

取
得
、
ま
た
小
売
り
ビ
ジ

ネ
ス
側
に
と
っ
て
は
、
需

給
調
整
に
よ
る
合
理
化

と
い
う
両
者
の
メ
リ
ッ

ト
と
な
る
仕
組
み
。

　

本
サ
ー
ビ
ス
の
効
果

は
、
昨
年　

月
か
ら
の
冬

１２

季
４
か
月
で
、
３
２
�
０

０
０
所
帯
の
参
加
に
よ

り
計
２
３
３
Ｍ
Ｗ
ｈ
を

節
電
、
１
世
帯
当
た
り
の

節
電
量
は　

分
あ
た
り

３０

０
・
０
６
６
ｋ
Ｗ
ｈ
。

　

国
内
発
の
九
州
地
区

の
上
げ
Ｄ
Ｒ
を
含
め
、
本

サ
ー
ビ
ス
は
、
電
力
供
給

事
業
者
と
し
て
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
評
価
で
き
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
省
エ
ネ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

分
野
）

Ｓ
Ｂ
パ
ワ
ー
株
式
会
社

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

一
般
家
庭
向
け
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

「
エ
コ
電
気
ア
プ
リ
」

　

本
製
品
は
、
小
空
間
で

も
省
エ
ネ
運
転
が
可
能

で
、
か
つ
高
効
率
・
コ
ン

パ
ク
ト
な
マ
ル
チ
空
調

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

従
来
の
マ
ル
チ
空
調

シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
室
内

機
の
最
小
容
量
は
２
・
２

�
で
あ
っ
た
た
め
、　

�
１０

以
下
の
小
空
間
に
対
し

て
は
過
剰
と
な
り
効
率

悪
化
と
な
っ
て
い
た
。

　

同
社
で
は
、
冷
媒
制
御

技
術
、
圧
縮
機
な
ど
の
要

素
技
術
を
新
規
開
発
し

市
場
特
性
に
合
致
し
た

製
品
開
発
に
取
り
組
ん

だ
。

　

そ
の
主
な
技
術
的
特

徴
は
、

　

①
高
効
率
ス
イ
ン
グ

圧
縮
機
開
発
と
冷
媒
制

御
に
よ
り
発
停
回
数
の

　

％
削
減
と
安
定
時
の

３０消
費
電
力
を
低
減
、

　

②
新
設
計
フ
ァ
ン
形

状
に
よ
る
高
効
率
化
、

　

③
Ｖ
Ｒ
Ｔ
ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ
制
御
に
よ
る
電
力
消

費
の
削
減

　

等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

技
術
を
搭
載
し
た
新
室

外
機
と
、
専
用
設
計
し
た

１
・
６
�
の
新
室
内
機
に

よ
り
、　

�
程
度
の
小
空

１０

間
で　

％
の
エ
ネ
ル

５０

ギ
ー
使
用
量
の
削
減
を

可
能
と
し
た
。

　

本
製
品
は
、
優
れ
た
省

エ
ネ
（
節
電
）
性
を
有
す

る
と
と
も
に
、
施
工
性
の

向
上
、
室
外
機
の
軽
量
化

も
図
れ
、
業
務
分
野
の
省

エ
ネ
推
進
に
貢
献
す
る

製
品
と
評
価
で
き
る
。

経
済
産
業
大
臣
賞

（
節
電
分
野
）

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
小
部
屋
に

対
応
で
き
る
個
別
運
転
エ
ア
コ
ン

「
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
マ
ル
チ
」

　

本
製
品
は
、
低
環
境
負

荷
冷
媒
Ｒ　

を
採
用
し

３２

た
高
効
率
空
冷
Ｈ
Ｐ

（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）
式
熱

源
機
で
あ
り
、
負
荷
側
機

器
と
の
協
調
制
御
を
可

能
と
し
た
熱
源
シ
ス
テ

ム
全
体
の
省
エ
ネ
を
実

現
し
て
い
る
。

　

本
製
品
の
特
徴
は
、

　

①
大
型
モ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
同
社
初
と
な

る
Ｒ　

冷
媒
の
採
用
と

３２

ロ
ー
タ
リ
－
圧
縮
機
等

に
よ
る
省
エ
ネ
性
能
の

向
上
と
環
境
負
荷
低
減

　

②
空
調
機
器
と
の
協

調
制
御
を
可
能
と
し
、
熱

源
シ
ス
テ
ム
と
し
て
一

層
の
省
エ
ネ
性
、
快
適
性

に
寄
与
で
き
る
、
外
気
導

入
量
制
御
や
最
適
水
温

制
御
、
変
風
量
制
御
な
ど

５
つ
の
制
御
を
実
現
可

能
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の

提
供

　

③
ユ
ー
ザ
ー
の
運
転

管
理
段
階
で
の
省
エ
ネ
、

快
適
、
生
産
性
、
設
備
管

理
等
の
向
上
を
目
指
し

た
遠
隔
管
理
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
の
提
供

　

で
あ
り
、
従
来
製
品
に

比
べ
定
格
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
４

〜　

％
向
上
、
ま
た
高
Ｃ

１２
Ｏ
Ｐ
タ
イ
プ
（
散
水
仕

様
）
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

圧
縮
機
の
特
長
を
生
か

し
、
６
〜　

％
効
率
向
上

１５

さ
せ
た
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
性
能
な
ど
評
価

で
き
る
製
品
と
い
え
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
業
務
分
野
）

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
株
式
会
社

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
熱
源
機

「
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ　

シ
リ
ー
ズ
」

３２

　

本
製
品
は
、
水
素
を
燃

料
と
す
る
燃
料
電
池
自

動
車
で
あ
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向

け
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｅ
Ｖ
）
の
本
格
的
な
普

及
を
目
指
し
、
初
代
「
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
を
全
方
位
で

刷
新
し
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
ク
ル
マ
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
た
。

　

具
体
的
な
改
良
点
は
、

　

①
心
臓
部
と
な
る
Ｆ

Ｃ
ス
タ
ッ
ク
の
小
型
化
・

軽
量
化
。

　

②
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
の

出
力
向
上
。

　

③
Ｆ
Ｃ
昇
圧
コ
ン

バ
ー
タ
ー
へ
の
Ｓ
ｉ
Ｃ

（
シ
リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ

ド
）
を
採
用
。

　

こ
れ
ら
の
改
良
に
加

え
、
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
小
型

化
に
よ
り
、
高
圧
水
素
タ

ン
ク
の
追
加
配
置
を
可

能
と
し
、
水
素
搭
載
量
を

増
加
さ
せ
た
こ
と
で
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
航

続
距
離
を
実
現
。

　

本
製
品
は
こ
れ
ら
の

先
進
的
・
独
創
的
な
技
術

開
発
に
よ
り
、
初
代
よ
り

　

％
の
燃
費
向
上
を
は

１０か
り
、
現
時
点
で
の
世
界

最
高
水
準
レ
ベ
ル
の
燃

費
、航
続
距
離
８
５
０
�

（
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
）
を

達
成
。

　

ま
た
、
開
発
し
た
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
は
モ
ジ

ュ
ー
ル
化
が
図
ら
れ
て

お
り
、
大
型
車
両
な
ど
の

展
開
も
大
い
に
期
待
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
的

な
車
両
電
動
化
の
流
れ

に
お
い
て
、
先
進
的
な
技

術
を
搭
載
し
た
車
と
し

て
高
く
評
価
で
き
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
輸
送
分
野
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

第
２
世
代
ト
ヨ
タ
フ
ュ
ー
エ
ル

セ
ル
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た

Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」

　

本
応
募
は
、
全
国
６
２

０
０
万
に
達
す
る
既
存

住
宅
に
対
し
、
断
熱
改
修

工
法「
ス
ー
パ
ー
ウ
ォ
ー
ル
工

法
リ
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、
Ｓ

Ｗ－Ｒ
Ｆ
）」
を
地
場
ビ
ル

ダ
ー
経
由
で
拡
大
す
る
た

め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ

る
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

む
け
て
は
、Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
の
推

進
と
共
に
既
存
住
宅
の
省

エ
ネ
改
修
が
必
須
で
あ
る

な
か
、
必
要
な
断
熱
改
修

が
進
ま
な
い
主
な
要
因
に

対
し
、
次
の
解
決
策
を
実

施
。

　

①
住
ま
い
な
が
ら
家
１

棟
を
ま
る
ご
と
断
熱
改
修

可
能
と
す
る
Ｓ
Ｗ
－
Ｒ
Ｆ

を
考
案
。

　

②
「
住
ま
い
ス
タ
ジ
オ
」

を
開
設
し
実
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
断
熱
重
要
性

の
訴
求
と
、
住
ま
い
の
熱
診

断
を
実
施
。

　

③
導
入
コ
ス
ト
を
抑
え

て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
提
供
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
向

ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
。

　

実
績
例
と
し
て
は
、
年

間
冷
暖
房
１
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
、
リ
フ
ォ
ー

ム
前
に
比
べ　

％
削
減（
Ｃ

６４

Ｏ
２：

▲
１
�
０
７
０
�

／
年
・
棟
）し
、太
陽
光
を

含
め
る
と
▲
３
�
３
６
５

�
／
年
・
棟
の
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
。

　

本
工
法
の
施
工
を
担

う
、
全
国
の
ビ
ル
ダ
ー
が
一

定
の
品
質
で
施
工
で
き
る

よ
う
、
各
種
施
工
マニュア
ル

や
標
準
詳
細
図
、
施
工
動

画
等
を
用
い
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

と
し
て
先
進
的
な
取
り
組

み
と
し
て
い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
建
築
分
野
）

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

　

Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ　

ス
マ
ー
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ

住
宅
断
熱
改
修
工
法
「
ス
ー
パ
ー

ウ
ォ
ー
ル
工
法
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を

用
い
た
断
熱
改
修
支
援
ス
キ
ー
ム

　

本
応
募
は
、
普
及
が
遅

れ
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
す
る

た
め
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
キ

ッ
ト
を
活
用
し
、
事
前
調

査
か
ら
、
商
品
提
案
、
器

具
勘
合
等
微
調
整
、
施

工
、
点
検
ま
で
を
行
う
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ

る
。

　

特
徴
点
は
次
の
４
点
。

　

①
で
き
る
だ
け
既
存

器
具
を
生
か
し
廃
棄
物

を
減
ら
す
工
夫

　

②
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で

使
用
さ
れ
て
い
る
様
々

な
器
具
か
ら
使
用
率
の

高
い
２
つ
の
タ
イ
プ
（
直

管
型
ソ
ケ
ッ
ト
レ
ス
タ

イ
プ
と
グ
リ
ッ
ド
タ
イ

プ
）
へ
の
絞
込
み
と
技
術

開
発

　

③
無
線
制
御
に
よ
る

配
線
引
き
回
し
の
回
避

　

④
事
前
調
査
か
ら
勘

合
確
認
、
施
工
ま
で
の
標

準
化
。

　

省
エ
ネ
効
果
例
と
し

て
は
、
代
表
的
な
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
条
件
（
延
べ
床
面

積
２
０
０
坪
）
で
、
直
管

型
ソ
ケ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ

プ
で
は
従
来
の
Ｈ
Ｆ　
３２

型
の
蛍
光
灯
と
比
べ　
５７

％
の
削
減
と
な
る
年
１

８
�７
２
０
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な

り
、
ま
た
、
グ
リ
ッ
ド
タ

イ
プ
で
は
従
来
の
Ｆ
Ｈ

Ｐ　

タ
イ
プ
の
蛍
光
灯

４５
と
比
べ　

％
削
減（
２
２

６２

�
２
１
４
ｋ
Ｗ
ｈ
／
年
）

と
し
て
い
る
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
や
工
事
施
工
の
容

易
さ
並
び
に
廃
棄
資
材

削
減
の
観
点
か
ら
も
更

な
る
普
及
が
期
待
で
き

る
点
が
評
価
で
き
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
分
野
）

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

促
進
さ
せ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
キ
ッ
ト

　

本
応
募
は
、
空
調
の
省

エ
ネ
（
コ
ス
ト
低
減
）
に

つ
な
が
る
運
用
や
管
理

に
必
要
な
様
々
な
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に

空
調
設
備
の
管
理
・
制
御

を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
構
築

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

需
要
サ
イ
ド
に
お
け

る
空
調
管
理
は
必
ず
し

も
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
背
景
に
、

同
社
で
は
適
切
な
空
調

機
管
理
が
可
能
な
高
性

能
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
活

用
、
こ
れ
を
用
い
た
空
調

運
用
に
関
す
る
情
報
提

供
と
遠
隔
管
理
制
御
や

改
善
支
援
を
行
う
事
業

を
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
型
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
始

（EneFocusα

）
し
た
。 　

主
た
る
内
容
は
次
の

４
点
。

　

①
需
要
サ
イ
ド
の
空

調
各
機
器
の
運
転
状
況

等
の
見
え
る
化
（
フ
ロ
ン

漏
洩
検
知
機
能
も
導
入

等
）

　

②
空
調
機
運
用
改
善

の
提
案

　

③
運
用
の
自
動
化　

　

④
運
用
レ
ポ
ー
ト
に

よ
る
実
績
報
告
（
機
器
更

新
時
な
ど
に
お
け
る
最

適
容
量
の
選
定
に
よ
る

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
支
援
等
）　

　

実
績
例
と
し
て
は
、
２

０
１
８
年
に
導
入
し
た

老
人
福
祉
施
設
に
て
、　
１６

％
の
空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
削
減
と
契
約
電
力
削

減
に
お
い
て
も　

％
の

１６

実
績
を
有
し
、
高
く
評
価

で
き
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞

（
省
エ
ネ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

分
野
）

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
空
調
省
エ

ネ　

情
報
提
供
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス　

EneFocus
α

　

本
応
募
は
、
ガ
ラ
ス
に

赤
外
線
を
吸
収
す
る
金

属
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

結
露
や
熱
を
カ
ッ
ト
す

る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
省
エ
ネ
製
品
及
び
工

法
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
化

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
際
の
ダ
レ
・
歪
み

や
透
過
性
に
関
す
る
課

題
に
対
し
、
ダ
レ
等
の
発

生
が
な
い
接
着
機
能
材

を
含
有
し
た
素
材
配
合

と
本
来
の
ガ
ラ
ス
が
持

つ
透
過
性
が
維
持
可
能

な
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
工
法

を
見
い
出
し
、
２
μ
の
透

過
性
に
優
れ
た
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
確
立
し
製
品

化
し
た
。

　

特
徴
点
は
次
の
３
点
。

　

①
ガ
ラ
ス
へ
の
塗
装

で
紫
外
線
を
約　

％
カ

９０

ッ
ト
、
赤
外
線
を
約　

％
７０

カ
ッ
ト
。

　

②
夏
は
外
か
ら
の
赤

外
線（
太
陽
熱
）を
吸
収
・

カ
ッ
ト
、
冬
は
室
内
の
熱

が
逃
げ
に
く
い
た
め
温

か
く
結
露
も
抑
制
。

　

③
施
工
が
比
較
的
容

易
な
う
え
、
フ
ィ
ル
ム
が

貼
れ
な
い
金
網
ガ
ラ
ス

等
、
さ
ら
に
は
屋
内
・
屋

外
ど
ち
ら
に
も
施
工
可
。

　

す
で
に
国
立
新
美
術

館
や
沖
縄
マ
リ
オ
ッ
ト

リ
ゾ
ー
ト
等
で
使
用
さ

れ
、
４
�
６
５
８
�
に
使

用
し
た
国
立
新
美
術
館

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

の　

％
に
あ
た
る
年
間

１８
２
�
２
０
０
�
０
０
０

ｋ
ｗ
ｈ
の
省
電
力
を
達

成
す
る
等
、
高
く
評
価
で

き
る
。

中
小
企
業
庁
長
官
賞

株
式
会
社
フ
ミ
ン

暑
い
熱
を
ガ
ラ
ス
で
止
め
る

省
エ
ネ
ス
プ
レ
ー
ガ
ラ
ス

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
特
許
技
術

○
受
賞
者
名

　

三
建
設
備
工
業
株
式

会
社

○
テ
ー
マ
名

「
ゼ
ロ
エ
ネ
予
冷
・
再

熱
」
の
除
湿
給
気
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
省
エ
ネ
空
調

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

○
受
賞
者
名

　

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

奥
行
薄
型
大
容
量
プ

ラ
ズ
マ
ク
ラ
ス
タ
ー
冷

蔵
庫

○
受
賞
者
名

　

積
水
化
学
工
業
株
式

会
社

○
テ
ー
マ
名

　

住
宅
向
け
省
エ
ネ
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
『
ス

マ
ー
ト
ハ
イ
ム
ナ
ビ
・
ス

マ
ー
ト
ハ
イ
ム
Ｆ
Ａ
Ｎ
』

○
受
賞
者
名

　

象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株

式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

二
重
反
転
プ
ロ
ペ
ラ

フ
ァ
ン
を
搭
載
し
た
空

気
清
浄
機

○
受
賞
者
名

　

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式

会
社

○
テ
ー
マ
名

　

換
気
機
能
搭
載　

家

庭
用
エ
ア
コ
ン
『
う
る
さ

ら
Ｘ
』

○
受
賞
者
名

　

株
式
会
社
高
砂
建
設

／
一
般
社
団
法
人
長
寿

命
住
宅
普
及
協
会
／
株

式
会
社
Ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
／

株
式
会
社
イ
エ
タ
ス

○
テ
ー
マ
名

　

彩
樹
の
家　

Ｚ
Ｅ
Ｈ

×
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｅ　

〜
経
済
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ

技
術
の
全
国
工
務
店
へ

の
普
及
〜

○
受
賞
者
名

　

株
式
会
社
中
部
プ
ラ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス

○
テ
ー
マ
名

　

冷
却
塔
方
式
復
水
器

冷
却
水
系
統
最
適
制
御

シ
ス
テ
ム

○
受
賞
者
名

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
／
株
式
会
社
ブ
ラ

ザ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
／
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
株

式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

省
エ
ネ　

フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
ク
ー
ラ
ー
Ｐ
ｕ

ｒ
ｅ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
－
Ｆ

Ｌ○
受
賞
者
名

　

ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
株
式

会
社

○
テ
ー
マ
名

　
�
ク
ル
マ
�
と
つ
な
が

る
快
適
な
Ｚ
Ｅ
Ｈ

○
受
賞
者
名

　

日
本
テ
ク
ノ
株
式
会

社○
テ
ー
マ
名

　

電
気
の
「
見
え
る
化
」

「
理
解（
わ
か
）る
化
」を

通
じ
た
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン

○
受
賞
者
名

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

エ

コ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会

社
／
株
式
会
社
一
条
工

務
店

○
テ
ー
マ
名

　

住
宅
用
加
湿
機
能
付

き
全
熱
交
換
型
換
気
シ

ス
テ
ム

○
受
賞
者
名

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

地
熱
利
用
エ
コ
ナ
ビ

換
気
シ
ス
テ
ム
Ｈ
Ｅ
Ｐ

Ａ
＋
を
搭
載
し
た
Ｚ
Ｅ

Ｈ
住
宅

○
受
賞
者
名

　

北
海
道
電
力
株
式
会

社○
テ
ー
マ
名

　

北
海
道
に
お
け
る
寒

冷
地
型
Ｚ
Ｅ
Ｂ
普
及
促

進
事
業

○
受
賞
者
名

　

株
式
会
社
マ
ル
ゼ
ン

○
テ
ー
マ
名

　

省
エ
ネ
型
Ｉ
Ｈ
ロ
ー

タ
リ
ー
式
自
動
フ
ラ
イ

ヤ
ー

○
受
賞
者
名

　

リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社

／
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
北

海
道
株
式
会
社
／
株
式

会
社
コ
ロ
ナ

○
テ
ー
マ
名

　

寒
冷
地
向
け
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
冷
暖
房
・
給
湯
シ

ス
テ
ム

審
査
委
員
会
特
別
賞

（
省
エ
ネ
事
例
部
門
）

○
受
賞
者
名

　

ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン

合
同
会
社

○
テ
ー
マ
名

　

気
候
誓
約（C

lim
ate
P

ledge

）
達
成
に
向
け
た

省
エ
ネ
活
動

○
受
賞
者
名

三
建
設
備
工
業
株
式
会

社
/
株
式
会
社
三
建
ビ

ル
デ
イ
ン
グ

○
テ
ー
マ
名

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
寒
冷
地
Z
E

B
建
築
へ
の
取
組
み

審
査
委
員
会
特
別
賞

（
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
部
門
）

○
受
賞
者
名

　

オ
ル
ガ
ノ
株
式
会
社

○
テ
ー
マ
名

　
『
Ｒ
Ｏ
膜
水
処
理
設

備
』
省
エ
ネ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
【
オ
ル
ス

マ
ー
ト
Ｒ
Ｏ
】

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

�
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部
門
�

決定！省エネ
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政
府
の
掲
げ
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
と
は
、
令
和
２
年　
１０

月
に
当
時
の
菅
首
相
よ

り
政
府
目
標
と
し
て
２

０
５
０
年
実
質
カ
ー
ボ

ン
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
が
表
明

さ
れ
、更
に
令
和
３
年
４

月
の
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
本
部
及
び
気
候
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、２
０

３
０
年
に
温
室
効
果
ガ

ス
を　

％
削
減
（
こ
れ
は

４６

従
来
の
削
減
目
標
を
７

割
以
上
引
き
上
げ
る
野

心
的
な
目
標
で
あ
り
ま

す
。）
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

板
硝
子
協
会
で
は
、
こ

の
目
標
を
強
く
意
識
し
、

こ
の
野
心
的
な
目
標
に

板
ガ
ラ
ス
産
業
を
挙
げ

て
挑
戦
し
て
い
く
強
い

意
思
を
表
明
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
た
も
の

だ
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
は

以
下
の
と
お
り
。

１
�
基
本
方
針

○
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い

う
国
家
的
な
課
題
に
業

界
を
挙
げ
て
挑
戦
す
る
。

○
提
供
す
る
製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
削
減
を
推
進
す
る
。

２
�２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
板
ガ
ラ
ス
産
業
の

取
り
組
み

（
１
）
各
個
社
に
お
い

て
、
板
ガ
ラ
ス
製
造
の
原

燃
料
溶
融
プ
ロ
セ
ス
で

の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減

を
目
指
す
。

（
２
）
例
え
ば
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
よ
う
な
Ｃ

Ｏ
2
排
出
量
削
減
効
果

が
期
待
で
き
る
方
策
の

検
討
を
開
始
す
る
。

（
３
）
提
供
す
る
製
品
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
を
推
進
す

る
。

　
「
エ
コ
ガ
ラ
ス
Ｓ
」
や

「
三
層
ガ
ス
入
り
複
層

ガ
ラ
ス
」
な
ど
の
普
及
を

加
速
す
る
と
と
も
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
達
成
に
必
要
な
高

性
能
ガ
ラ
ス
の
開
発
を

推
進
す
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
政
府
が

掲
げ
た
目
標
は
、
極
め
て

野
心
的
な
目
標
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
活
用
で

き
る
最
先
端
の　

Ｂ
Ａ

Ｔ
（B

estA
vailable

Te
chnology

）
技
術
を
導
入

し
て
も
、
到
底
達
成
で
き

な
い
極
め
て
困
難
な
目

標
と
な
っ
て
い
る
。

　

板
硝
子
協
会
会
員
３

社
で
は
目
標
達
成
の
た

め
さ
ら
に
技
術
革
新
を

追
求
し
、
よ
りInnovativ

e

な
技
術
の
確
立
に
よ
り

こ
の
難
局
を
打
破
す
べ

く
努
力
を
続
け
て
い
く
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
く
ま
で
現

状
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
�
２
０
２
２
�
の

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い

る
が
、
今
後
は
技
術
の
進

展
に
応
じ
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
逐
次
改

訂
し
て
い
く
。

【
従
来
の
取
り
組
み
】

　

板
硝
子
協
会
は
経
済

団
体
連
合
会
が
主
催
す

る
低
炭
素
社
会
実
行
計

画（
２
０
２
１
年
度
よ
り

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
行
動
計
画
に
名
称
を

変
更
）
に
参
画
し
、
板
ガ

ラ
ス
製
造
由
来
の
Ｃ
Ｏ

2
排
出
量
削
減
に
継
続

的
に
取
り
組
み
、
本
行
動

計
画
で
掲
げ
た
２
０
２

０
年
度
目
標
を
達
成
す

る
な
ど
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
の

審
議
会
で
あ
る
産
業
構

造
審
議
会
産
業
技
術
環

境
分
科
会
地
球
環
境
小

委
員
会
へ
毎
年
取
り
組

み
状
況
の
報
告
も
行
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
削
減
に
向
け
た

主
な
施
策
と
し
て
、

　

①
一
部
国
内
窯
へ
Ｃ

Ｏ
2
排
出
量
を
低
減
す

る
全
酸
素
燃
焼
技
術
の

導
入

　

②
板
ガ
ラ
ス
製
造
窯

の
集
約
・
休
止

　

③
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
Ｃ
Ｏ

2
排
出
量
を
低
減
す
る

燃
料
へ
の
転
換

　

④
生
産
条
件
見
直
し

に
よ
る
燃
料
お
よ
び
電

力
消
費
量
の
削
減

　

⑤
輸
送
の
ロ
ッ
ト
ア

ッ
プ
・
効
率
化
な
ど
を
講

じ
て
き
た
。

　

ま
た
、
家
庭
に
お
け
る

熱
損
失
を
軽
減
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
こ

と
で
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ

2
発
生
量
を
削
減
す
る

エ
コ
ガ
ラ
ス
（
Ｌ
ｏ
ｗ
�

Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
）
の
拡
販

を
通
じ
他
部
門
（
製
品

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
お
け

る
省
Ｃ
Ｏ
2
に
大
き
な

貢
献
を
し
て
き
た
。

　

板
硝
子
協
会
で
は
、
Ｌ

ｏ
ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス

の
普
及
を
推
進
す
る
た

め
「
エ
コ
ガ
ラ
ス
」
と
い

う
共
通
呼
称
で
、
一
般
消

費
者
に
対
し
て
「
エ
コ
ガ

ラ
ス
」
の
使
用
を
通
じ
た

Ｃ
Ｏ
2
削
減
と
地
球
温

暖
化
防
止
を
呼
び
掛
け

る
活
動
を
２
０
０
６
年

４
月
よ
り
業
界
全
体
で

展
開
し
、更
に
２
０
１
９

年
６
月
か
ら
は
、
よ
り
高

性
能
な
タ
イ
プ
の
Ｌ
ｏ

ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
を

「
エ
コ
ガ
ラ
ス
Ｓ
」
と
し

て
商
標
制
定
し
、
高
性
能

Ｌ
ｏ
ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ

ス
の
普
及
を
更
に
拡
大

す
る
活
動
を
継
続
し
て

き
た
。

　

こ
の
結
果
、
板
硝
子
協

会
独
自
の
「
エ
コ
ガ
ラ

ス
」
普
及
率
調
査
で
は
、

２
０
２
０
年
度
に
は
新

築
の
一
戸
建
て
が　

・
４

８６

％
、
共
同
住
宅
が　

・
５

５６

％
の
普
及
率
（
戸
数
）
と

な
っ
て
お
り
、
普
及
が
着

実
に
進
ん
で
い
る
。

『
板
ガ
ラ
ス
産
業
の

『
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２

２
０
２
２
』』

　

板
硝
子
協
会
は
先
月
、
政
府
が
掲
げ
る
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
」
に
向
け
た
会
員
３
社
（
Ａ
Ｇ
Ｃ
株
式
会
社
、
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
、
セ
ン
ト
ラ

ル
硝
子
株
式
会
社
）
の
方
針
、
意
向
を
集
約
し
た
『
板
ガ
ラ
ス
産
業
の
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
２
』
を
策
定
し
た
。

　

各
個
社
で
板
ガ
ラ
ス
製
造
プ
ロ
セ
ス
で
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
を

Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
な
ど
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
方
策
の
検
討
開
始

　
「
エ
コ
ガ
ラ
ス
」の
使
用
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
呼
び
掛
け

高
性
能
Ｌ
ｏ
ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス「
エ
コ
ガ
ラ
ス
Ｓ
」の
普
及
を
更
に
拡
大

　

川
崎
重
工
は
、
コ
ー
ジ

ェ
ネ
大
賞
２
０
２
１
の

産
業
用
部
門
と
技
術
開

発
部
門
で
「
理
事
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
大
賞
は
、
一
般
財

団
法
人　

コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
財
団
）
が
主
催
し
、
新

規
・
先
導
性
、
新
規
技
術
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
な
ど

に
お
い
て
優
れ
た
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ

ス
テ
ム
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
的
認
知

を
図
る
と
と
も
に
、
普
及

促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
表
彰
制

度
で
あ
る
。

１
�
産
業
用
部
門

　

理
事
長
賞

【
受
賞
件
名
】

　

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
熱

電
需
要
変
化
に
対
応
し

た
高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
導
入
に
よ
る
プ
ラ

ン
ト
総
合
効
率
改
善

【
受
賞
者
】

　

鹿
島
南
共
同
発
電
株

式
会
社
、
川
崎
重
工
業
株

式
会
社

【
概
要
】

　

２
０
２
０
年
に
当
社

が
鹿
島
南
共
同
発
電
株

式
会
社
に
納
入
し
た
１

０
０
Ｍ
Ｗ
級
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
発
電
プ
ラ
ン
ト

が
高
効
率
で
あ
る
こ
と
、

環
境
負
荷
の
低
減
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

設
備
導
入
の
効
果
は
、

主
に
以
下
の
２
点
。

（
１
）
事
業
所
全
体
で
の

プ
ラ
ン
ト
総
合
効
率
が

約　

％
改
善

２８
（
２
）
約　

％
の
省
エ
ネ

１６

と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

及
び
Ｎ
Ｏ
Ｘ
の
大
幅
削

減２
�
技
術
開
発
部
門

　

理
事
長
賞

【
受
賞
件
名
】

　

水
素　

％
混
焼　

高

３０

効
率
８
Ｍ
Ｗ
級
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ

「
Ｐ
Ｕ
Ｃ　

Ｄ
」
の
製
品

８０

化【
受
賞
者
】

　

川
崎
重
工
業
株
式
会

社【
概
要
】

　

水
素　

％
混
焼
８
Ｍ

３０

Ｗ
級
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
「
Ｐ
Ｕ
Ｃ　
８０

Ｄ
」
は
、
ガ
ス
焚
き
ド
ラ

イ
低
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｌ
Ｅ
）
燃
焼
器
を
水
素
割

合
に
応
じ
て
最
適
な

バ
ー
ナ
ー
燃
料
配
分
と

す
る
こ
と
で
、
燃
焼
器
を

変
更
せ
ず
に
水
素
混
焼

を
可
能
と
し
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
新
設

は
も
ち
ろ
ん
、
既
に
国
内

外
に
納
入
し
て
い
る
約

１
０
０
台
の「
Ｐ
Ｕ
Ｃ　
８０

Ｄ
」
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
に
も
適
用
可
能

だ
。

　

ま
た
、
水
素　

％
混
焼

３０

に
よ
り
、
天
然
ガ
ス
焚
き

「
Ｐ
Ｕ
Ｃ　

Ｄ
」
よ
り
さ

８０

ら
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

年
間
４
�０
０
０
ト
ン
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
新
設

だ
け
で
な
く
既
設
の
Ｐ

Ｕ
Ｃ　

Ｄ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

８０

に
も
水
素　

％
混
焼
が

３０

適
用
可
能
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
削
減
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

同
社
は
、
高
効
率
を
誇

る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
な
ど
、
分
散

型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

に
適
し
た
製
品
と
、
そ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

発
電
プ
ラ
ン
ト
か
ら
最

適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

シ
ス
テ
ム
を
提
案
で
き

る
強
み
を
有
し
て
い
る
。

　

今
後
も
製
品
技
術
力

の
さ
ら
な
る
向
上
と
プ

ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
力
の
強
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
水
素
燃
料
対
応

の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
は
、

Ｐ
Ｕ
Ｃ　

Ｄ
で
製
品
化

８０

し
た
水
素　

％
混
焼
シ

３０

ス
テ
ム
を
２
０
２
２
年

度
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
全

機
種
へ
展
開
す
る
ほ
か
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
水

素
専
焼
燃
焼
が
可
能
な

マ
イ
ク
ロ
ミ
ッ
ク
ス
燃

焼
器
を
製
品
化
し
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
も
対

応
す
る
。

　

同
社
は
、
引
き
続
き
さ

ら
な
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
と
水
素
の
普
及
促

進
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

顧
客
と
共
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
と
環

境
負
荷
の
低
減
、
低
炭

素
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
貢

献
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

川崎重工　コージェネ大賞 2021
「理事長賞」を 2部門で受賞

　

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

は
、電
気
自
動
車（
E
V
）

に
よ
る
、
①
電
気
料
金
の

削
減
、
②
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
、
③
非
常
用
電
源
活

用
（
以
下
「
B
C
P
活

用
」）
と
い
う
3
つ
の

サ
ー
ビ
ス
（
マ
ル
チ
ユ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
）
の
実
現
を

目
指
し
、
2
月
1
4
日
よ

り
、
大
阪
ガ
ス
が
所
有
す

る
実
験
集
合
住
宅
「
N
E

X
T　

」
に
て
実
証
（
以
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下
「
本
実
証
」）
を
開
始

し
た
。

　

な
お
、
E
V
の
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
は
大
阪
ガ

ス
の
子
会
社
で
あ
る
大

阪
ガ
ス
オ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
が
行
い
、
本

実
証
を
通
じ
て
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る

新
た
な
知
見
の
蓄
積
を

目
指
す
。

　

日
本
で
は
2
0
5
0

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
家

庭
や
産
業
な
ど
各
部
門

で
の
C
O
2
排
出
量
削

減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
全
体
排
出

量
の　

%
弱
を
占
め
る

20

運
輸
部
門
の
脱
炭
素
化

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
電

源
の
脱
炭
素
化
に
合
わ

せ
た
E
V
の
普
及
拡
大

が
有
効
な
手
段
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

が
進
ん
だ
こ
と
で
、
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
※
1

（
D
R
）
や
蓄
電
池
な
ど

※
2
の
リ
ソ
ー
ス
を
束

ね
た
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
※
3
（
V

P
P
）
に
よ
る
調
整
力
※

4
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

E
V
も
�
動
く
蓄
電
池
�

と
し
て
同
様
の
価
値
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は

一
般
的
な
ガ
ソ
リ
ン
車

と
比
較
す
る
と
E
V
は

初
期
費
用
が
高
額
に
な

る
傾
向
が
あ
り
、
コ
ス
ト

が
普
及
の
ハ
ー
ド
ル
に

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
車
離
れ
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
自
動
車
を

購
入
し
な
い
若
者
が
増

え
て
き
た
こ
と
で
、
日
常

生
活
に
お
け
る
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
利
用
頻

度
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
潮
流
を
踏

ま
え
て
、
大
阪
ガ
ス
は
E

V
を
用
い
た
①
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
や
D
R
に
よ
る

電
気
料
金
の
削
減
、
②

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
③

B
C
P
活
用
、
と
い
う
3

つ
の
マ
ル
チ
ユ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
目

指
す
。

　

電
気
料
金
の
削
減
に

つ
い
て
は
、
同
社
が
定
置

型
蓄
電
池
向
け
に
開
発

し
た
、「
電
力
需
要
」
と

「
太
陽
光
発
電
の
発
電

量
」
を
A
I
で
予
測
す
る

機
能
に
よ
り
、
E
V
を
用

い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
効
率
的
に

顧
客
の
電
気
料
金
の
削

減
を
実
現
す
る
。

　

さ
ら
に
、
エ
ネ
マ
ネ
を

行
わ
な
い
時
間
に
は

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

行
う
こ
と
で
、
更
な
る
収

益
獲
得
も
行
う
。

　

ま
た
、
台
風
な
ど
の
気

象
警
報
を
基
に
事
前
に

充
電
を
行
う
機
能
に
よ

り
、
停
電
時
で
も
E
V
か

ら
の
電
力
供
給
を
可
能

と
す
る
こ
と
で
、
E
V
が

保
有
す
る
B
C
P
価
値

の
向
上
を
目
指
す
。

　

こ
れ
ら
の
マ
ル
チ

ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
に
よ
り
、
E
V
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
用
途
と
し
て
の

活
用
に
加
え
て
、
蓄
電
池

用
途
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
よ
る
更
な
る
価

値
創
出
を
目
指
す
。

　

同
実
証
で
は
、
E
V
を

用
い
て
エ
ネ
マ
ネ
を
行

い
な
が
ら
、
N
E
X
T　
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の
入
居
者
向
け
に
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

こ
と
で
、
そ
の
実
績
デ
ー

タ
を
取
得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
評
価
を
行
う
。

　

実
証
後
は
、
官
公
庁
や

社
用
車
を
所
有
す
る
業

務
用
の
顧
客
、
集
合
住
宅

な
ど
へ
本
マ
ル
チ
ユ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

目
指
し
て
い
く
。

　

D
a
i
g
a
s
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
や
空
調
な

ど
の
リ
ソ
ー
ス
に
E
V

を
加
え
た
V
P
P
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

電
力
系
統
の
安
定
化
、
お

よ
び
E
V
と
再
エ
ネ
電

気
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
る
お
客
さ
ま
の

C
O
2
排
出
量
削
減
・
省

エ
ネ
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

※
1　

デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス（
D
R：

D
em

and
Response

）：

電
力

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
調

整
す
る
た
め
、
顧
客
が
保

有
す
る
設
備
の
制
御
や

蓄
電
池
/
E
V
か
ら
の

放
電
に
よ
り
節
電
を
行

う
こ
と
。

　

※
2　

コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
含
む
。

　

※
3　

バ
ー
チ
ャ
ル

パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
（
V
P

P：
V
irtualPow

er
Pla

nt

）：

情
報
通
信
技
術
な

ど
に
よ
り
、
ア
グ
リ
ゲ
ー

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
事
業

者
が
分
散
電
源
な
ど
を

統
合
的
に
制
御
す
る
こ

と
で
、
あ
た
か
も
一
つ
の

発
電
設
備
の
よ
う
に
機

能
す
る
仮
想
発
電
所
の

こ
と
。

　

※
4　

調
整
力：

一

般
送
配
電
事
業
者
が
供

給
区
域
に
お
け
る
周
波

数
制
御
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

調
整
の
た
め
に
用
い
る

発
電
設
備
、
蓄
電
池
、
D

R
の
こ
と
。

E
V
に
よ
る
新
サ
ー
ビ
ス

開
発
に
向
け
た
実
証
開
始

　

1
�
電
気
料
金
の
削
減

　

2
�
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　

3
�
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

EVを活用したマルチユースサービススキーム

VPP構築イメージ
本
実
証
で
使
用
す
る
E
V

大阪ガス
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